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　本論文では，価値ある知識とアセスメントとのアラインメントに向ける。批判的思考のための各
教科・通教科アセスメントタスクの具体に向けた，ある種のフレームとエビデンス，生徒の実際の
ワーク，ストーリ ・ーテリングによる教師との対話，を用意する。これにより，アクティブでエンゲー
ジドな学び，将来の異なる状況に対応するという意味で，学習の幅と深みはさらに広がる。そのた
めに，震災後，複雑系のシステムとも言えるモード2に向けて専門知識をもつ地元の大学が，形成的
アセスメントに関して高大教員への具体的提言を行うことを提案する。インフォーマルな学習にも，
応用が求められる。
キーワード：形成的アセスメント，深い学び，スチューデントエージェンシー，オープンラーニング
環境，アセスメントタスク
1　はじめに
　アセスメントという用語が ，海外において，教育学 ，心理学 ，各教科教育にまたがり，特別支援
教育，高等教育含めより広い問題に焦点化してきている。背景には ，一連の改革の中で ，学びには
教師と生徒は最も近い短期間のフィードバックループにいることが有益であると再確認されたこと
が多い。学力調査（外部）と教室での支持的環境（内部）との拮抗関係から「形成的アセスメント」な
いし「学習のためのアセスメント」の重要性が指摘されるようになってきている。
　UNESCO（2013）においても，アジア太平洋地域で Assessment の研究成果が提出されてきている。
さらに，教員のアセスメント観の変容に向けたワークショップが模索されている。モニタリングが
アセスメントを含んでいると解せないことはないが，プロセスや文脈を重視する「アセスメント」の
理解が不足しており，タスクも不十分であると言わざるを得ない。
　ただ次の点は指摘できる。これまでの，また今般の深い学びへの日本の教育課程改革は，海外で
いうところの，L2L（学習していくことを学ぶ力）の軸と合致し調和し，それを遵守している。また，
日本の教育課程は，全国各地地域浦々に見られるような食育のように，また無形文化財のように，
地元の人格形成に向きあう文化やコミュニティ参加の社会により，サポートされている。しかし，
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オープンラーニング環境を射程に入れた「アセスメントが目標と合致しているかどうか」について
は，教育課程の過密さ，サマティブなアセスメント，教員の多忙と適正な人的配置への制約など，障
壁は数多い。さらに，評価観点の母集団が，パーソナルな視点ではなく，グループであった点が大
きい。しかし，アセスメントがペダゴジーの伝統と社会情緒的スキル，ピアの強み，集合的意識の
文化に埋め込まれたもので均衡が保たれているという点がユニークである（Arimoto et al, 2018）。
　これまで，コンテンツ（内容）重視から1点刻みのテストで評価を行ってきた。マニュアル的な知
識のみを必要とはしない21世紀においては，評価は極めて困難な時代といえる。従来型の評価観が
前提では，こぼれ落ちてしまう学びの方が大きくなってしまう。そこで，これまでバラバラであった，
コンピテンシーといわれる新たな資質能力と目標・内容，評価を一体化する必要がある。近年の
Assessment for learning（AfL）, formative assessment, classroom assessment というボトムアッ
プからのアプローチは，生徒自身が主体となって自らの学びに責任を持つ（スチューデントエー
ジェンシー）ようにルーブリックやパフォーマンスのようなアセスメントが注目されてきており，
日本国内での教員養成においても極めて示唆に富んでいるものと思われる。とくに，後期中等教育
では，高校での SGH の評価には強いハブ形成の要請もあり，21世紀型スキルの emotional qualities
や，global capacities をどのように測るかも，必要となってきている。評価の質の問題と，異なる
分野，対象や異なるニーズをどのように関連付けるかという問題に今後切り込んでいく必要がある
と考えられる。評価は，尺度や秤を幅のあるもの，その都度抽出するもの（アセスメント）へと転換
することにより，予測困難な類似した状況に直面したとしても何らかの対処が可能となる。例えば，
知識の活用力をみるパフォーマンス課題を複数の観点から採点する評価方法が既に始まっている。
例えば，こうした読み手を意識して各人が書いた文章や解を基に，「異なる尺度やはかり（クライテ
リア）」を使って，「生徒の仲間同士または教員と生徒が互いに共有し（フィードバック）」，「強みや
長所を思い量り，定めた結果が高い（アセスメント）」情報の形成的使用という文脈の中で対話をす
る中で，知識が知識を生み出し，質の高い新たな学びを創り出す。これには，コンテンツ型でなく
コンピテンシー型の様々なアセスメント手法の研究開発が求められてきている。
2　背景と文脈
　文科省による委託研究では，逆向き設計の強みが以下のようにあげられ，それに沿って進めて行った。
①各教科・科目に埋め込まれている（外から押し付けられるものではない）
②学年を超えられる（継続的に洗練・練り上げられていく）
③文脈重視（パフォーマンスのためのオーセンティックな本物重視）
④テストでは測れない理解や転移を見ることが可能（脱文脈での汎正解主義ではない）
⑤各教科・科目の内容とスキルを統合（21世紀型コンピテンシーを埋め込む）
⑥進学後も役立つ生徒の発達に豊かな学びの体験（形成的な生涯学習のゴール）
⑦よい授業と意味ある学び（生徒の学ぶ姿により教員のよい授業への喚起）
⑧生徒のポートフォリオにコンテンツを提供する（卒業時に達成したことを説明可能）
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　今日，知識のモダンな側面（ロボット，アントレプレナー，ウェルビーイング，システム思考　人
工知能）が，教科とその発展から見えない。なぜなら，未来概念型からスタートしていないからであ
ろう。
　そこで，批判的思考，すなわち，物事を多面的，客観的にとらえる思考を意味し，自分自身の内面
を振り返り，自分を知的に吟味する思考が，注目されてきた。しかしながら，ともすれば，要素還元
主義となり，特に，災害などでは，因果関係が複雑に錯綜しており，結果がまた事象の原因となると
い う 意 味 に お い て，Reductionist thinking の み で は，対 応 で き ず，Inductive, deductive and 
abductive thinking が不可欠である。これは，システム思考力は，21世紀批判的思考力といわれて
いる所以である。何を知り，何を知らないでよいか。「知らないと知っていること」，物事を考えたり，
議論したりするとき，まず問題や仮説などを「明確化」し，その根拠となるデータや事実の確かさを
「検証」する。それらを多面的に比較・判断して「推論」を立て，具体的な「行動決定」に結びつける。
意見への説明が求められる。
3　日本の高校生による生徒のワーク事例
⑴御所野学院高等学校
　平成26年度文科省委託研究のフォローアップとして，「中国のお茶」というトピックにより，多面
的なアセスメントを開発した論文を検証しようと，米国から持ち帰った後に，平成27年度に，能美
佳央教諭（当時）は，そのまま用いるのではなく，以下のように『一本の筆から世界を見る』「サスティ
ナブルコーヒー」に換骨奪胎して教室で検証を試みた注1）。
図表1　地球温暖化　因果関係ループ図（教員による見本）
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　下図は，「地球温暖化」の因果関係を表したループ図というものです。ループ図中の矢印の先にあ
る「＋」，「−」は，原因が増大した時に，結果も同様に増大する場合は「＋」，原因が減少した時に，
結果も同様に減少する場合は「−」付けて表現しています。
　本文の内容を参考に，本文中の用語や関連すると思われる用語を用いて「生物多様性の保全」に関
する因果関係ループ図を作成しましょう。「＋」，「—」を書きましょう。間違えていても構いません。
　例）地球温暖化　因果関係ループ図《前頁のループ図を説明すると次のような文章になります》
　人口が増えると生産が増えて所得が増える。一人当たりの所得が増えると食料・栄養状態が改善されて，
きれいな（空気・土・）水が得られ死亡者数が減り人口が増大する。同様に，一人当たりの所得が増えると基
礎的な医療が改善し死亡者数が減り人口が増大する。しかし，同じループでも人口が増えると一人当たり
の所得が減って，基礎的な医療が少なくなり，死亡者数が増え，人口が減少する場合もある。温暖化のルー
プでは人口が増えると生産が増えエネルギー消費が増える。所得が増え，自動車保有が増えることによっ
てもエネルギー消費は増加する。この生産と消費の2つの経路でエネルギー消費が増え CO2 などの温暖化
ガス GHG の排出量が増え温暖化が加速される。その結果，きれいな空気・土・水が無くなり死亡者数が増え
人口が減る。きれいな空気・土・水の減少は，食料・栄養状態を悪化させ死亡者数を増加させる。このように，
地球温暖化が大きな問題になっていることが分かる。
　本文の内容を参考に，本文中の用語や関連すると思われる用語を用いて「生物多様性の保全」に関する因
果関係ループ図を作成しましょう。「＋」，「−」を書きましょう。間違えていても構いません。下記は，個
人で考えた後，生徒のグループによるワークです（その後，個人で再度その一部を深めていきます）。
図表2　一本の筆から世界を見る
（生徒個人）
図表3　一本の筆から世界を見る（生徒全体）
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サバ漁ワーク（2017.2.19）
ねらい：システム思考を育むツールを用いて思考の可視化等を試みる。資料：「サバ漁　規制強化案」
（8月26日付，讀賣新聞を参考に作成）手立て：資料を読み，重要と考えるキーワードを選ぶ。キーワー
ドを円上に並べ，それぞれを関係付けて線で結ぶ（コネクションサークルの作成）。学習活動の流れ
①個人活動（資料から重キーワードを選び出し，その関係性を図で示す）②セルフアセスメント（場
面1）どのようにワークに取り組んだ。③ピアアセスメント（場面2）記事を読み理解を深める。成
果物から評価規準作成。④グループ活動（場面3，場面4）キーワードを書き出して整理する。コネ
クションサークルの作成。
図表4　生徒によるストーリーの追加
図表6　サバ漁ワーク　ピア・グループ図表5　サバ漁ワーク　個人活動
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　カタールサイエンスでも，システム思考が，森は海の恋人でワークショップを行なったが，震災
後のアラメとウニの関係（農学研究科吾妻行雄教授）で可視化をおこなった。
図表7　サバ漁　グループ
図表8　「ウニとコンブの関係を明らかにし津波で破壊された “海の杜 ” の再生に取り組む」を読んで
（http://www.jamstec.go.jp/teams/j/interview/interview_e05.html）（大学院生　板宮千尋さん）
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⑵多賀城高等学校
　平成28（2016）年度から災害科学科を新設する中で，アセスメントと評価の課題が急浮上してきた。
読み物をもとに，入学生に描画し，説明をしていただいた。注2）
生徒のコメント
Q：趣旨をお話ししますね。9月に世界的に流れが，こういう分野はありまして。今，どんどん人工
知能とかで人間の能力を，非常に近いところまで変わってこようとしている。その中で，深く学ぶ
ということがどうしても必要になってきます。今日，大学生も来ていますけれども。そこで，深い
学びということが世界的な流れになっておりまして，アメリカとイギリスの研究者がシンガポール
に集まって，校長600人に話をするのです。日本からも呼ばれて，深い学びを日本から何か提言で
きないのかということを言われております。
　そうしたときに，S 先生と相談したところ，校長先生も教頭先生も同意して，こういうかたちで，
まずは皆さんの考えていること，日頃考えていることを可視化してみようと。見えないものを見え
るようにしたいということで，チャレンジしてこういうかたちに，サトウトシマ先生に課題を作っ
てもらいました。自由に書いてもらう中で先生方も驚いて，こんなことまで考えているのだという
こと。私たちも，勉強になりました。5月に取って12月に取りました。
　自由記述で書いているところも非常に面白くて，このあたりを英語に直しております。ぜひ皆さ
んの経験したことを海外の人にお話しいただきたいのだけど，じゃあまず，逆方向からお話ししま
すね，災害科学科の皆さんは，災害から学んだものとして，被害者意識というよりも，被害を乗り越
えてつかんだものが恐らくあって，こういうことになっていると思います。
　そこで，価値あるもの，体験というものがあって，それを価値あるものに変化していった。難しい
言葉で昇華というのですが，昇華する。体験を昇華できる，価値あるものに変化できたのはなぜなのか。
　感謝の念という点で，世界の中で皆さん，独自のものを恐らくお持ちだと。例えば，A2くんの場
合は，「そのようなところに住まわせてもらっている」と書いていますね。これはなかなか英語に直
しにくい。少し言い換えると，このような災害の多い国に住む特権を持っているというふうに直す
のです。特権を持つ。そういうふうに言い換える。We have a privilege. というふうに言い換える
んだって。そういうふうに考えると，非常に感謝を念すら持っているというふうに置き換えられる
のですね。
　そこが，これで書いたものだけでは，なかなか分からないので文章で読み取るしかないのだけど
も，もちろん書いたものからも，変化を追いたいのだけど，この1年ちょっとあまり，数カ月で，こ
れが少し変わった点と言いますか，まず授業などでこれと関連付けて学んだこととかがあれば，少
しお2人から聞きたいのだけれども，何か授業で，健康と安全とかで。
A1：暮らしと安全。授業する前は，結構，何と言うか災害というと，どうしてもマイナスなところば
かり目につくところがあったのですけど，多賀城高校に来て，暮らしと安全とかで授業していくと，
災害が起こること自体は悪いことなのですが，いいことはないのですが，例えば火山とかも噴火しな
年報10有本昌弘氏1C_三[153-174].indd   157 2018/06/13   16:38:07
―　　―158
生物多様性・気候変動を切り口にしたリッチタスクによるアセスメント手法
ければ，温泉だったりとか，そういういいところもあったりとか。面白いというか，すごいなと思っ
たのは，災害が起きて，避難所とか行った先で，関わった人とかで，復興とかしていく中でどんどん
地域のコミュニティとかが活性化していくということとかもあるというのが分かったりして。そう
いう，マイナスなところだけじゃないというのが，一番ここに来て感じたことかなと思います。
Q：暮らしと安全ね。
A1：暮らしと安全。
Q：分かりました。マイナスの点だけではないと。A2くんは，どうですか。
A2：授業をとおしてですか。入学した最初のほうは，将来災害とか復興に携わる仕事に就きたい
から，この学科を選んだのですけど，最近は外部の講師の方の講義とかを受けているうちに，もし
例えば自分が将来公務員になって防潮堤とかハード面で復興の手助けをしようとするのではなく
て，ソフト面でもっと，災害防災教育とかに携わる仕事に就きたいなというのに最近は変わってい
きました。
Q：またちょっと詳しく聞いてみたいと思います。授業だけじゃなくて，今度は，仲間とか，この1
年数カ月どんな感じでしたか。仲間で学んだこととかありましたら。ピア，仲間。
A1：クラスとしてやっぱり災害を勉強していくのに，言ってしまえば，本当に本とか読んでも分か
るところってたくさんあると思うのですが，やっぱりクラスで35人とかでやっていると，やっぱり
自分と違う意見とか，視点，違う視点からの意見というのが聞けるので，そういう面では，広い視野
を持って，最終的にいろいろ見えるのかなと思います。
Q：はい，ありがとうございます。仲間はどうでした？
A2：最近は，球技大会とかあって，結束は深まった感じはありますね。A1さんが言ったみたいに，
自分とは違う観点で災害を捉えているやつもいるので，そういう考え方もあるのかというのを教え
てもらったりしています。
Q：じゃあ，仲間という点と関係はするんですけど，乗り気というか，ちょっと1年数カ月前と比べ
て，このあたりが，意欲が湧いたとか，モチベーションが上がったとか，何か学びについて姿勢が変
わったとか，エピソードがあれば教えてほしいんですけど。
A1：うちのクラスは3年間クラス替えがないので，やっぱり1年いるだけというより，今年に入っ
て去年より深いところの話を友達同士でしたりとかするようになって，多分2年生になったという
のもあるのですが，進路とかの話を友達同士で，私，ここの大学に行きたいんだ，とかという話を聞
いていると，思ったよりも上を目指している人とかがたくさんいて。自分も頑張らなきゃというふ
うに，奮い立たせられるというところは多々あります。
Q：上には，大学院もあるしね。A2くんはどうですか。紙の上だけじゃなくて，感情のモチベーション。
A2：結構，外に出て研修受けるときとか，機会が結構多くあるんですけど。その都度，外部に行く
ごとに，何か，先生たちとか，外部の講師の方とかが課題研究とかのネタをくれている感じがします。
その都度，こういう研究も，こういう課題研究もしてみたいなという，やる気は結構起きるんです
けど，今はそんなにうまくいっていません。
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Q：課題研究と言われたのだけど，もっとインフォーマルで，24時間校外も含めて，何か補うこと
とかあります？　エピソードあります？　24時間考えたときに。
A2：2年生になって，部活の後輩もできて，部活の休憩時間の合間とかに，課題研究の，こんなこと
するとか，そういう話をするときもあるんですけど，そのときに，自分はいっぱいネタ，やりたいこ
とがあるのですが，それを全部1人ではできないじゃないですか。だから，何か自分がこれをやっ
てみたいなというネタを後輩にあげたりとかしています。
Q：ネタに関しては教科と関係するようなネタはありますか。
A2：1人の後輩にあげたネタとしては，台風系のネタなのですが，もし，いつか仮にですけど，台風
が日本に一度も来ない年があったら，その年，日本はどうなるのか，研究してみたらというのを，自
分はやらなかったのですが，その後輩がやりました。
Q：後輩にあげたの。
A1：課題研究だと，私，去年ウラトのほうに，地質調査にクラスの半分くらいで，生物班と地学班
で分かれているんですけど，そのときの課題研究を去年1年とおしてやって，それの継続で今年も
同じ内容で，さらに発展させていこうというふうにして今，進めているのですが，知識がないと本
当にどこにどうつなげていっていいか分からなくて今，行き詰まっているところで。
明日，東北大学の先生のところに行って，お話を聞いてくるのです。継続が決まる前に何がやりた
いかと考えたときに，
去年1年ずっとやっていて，防波堤であったり，そういうハード面でも，減災とかにはつながると思
うのですが，今一番興味を持っているのがコミュニティとか，そういう地域的な，目に見えないか
たちでの減災防災が気になって。今までの事例とかをデータとして集めてやってみたいなというの
は思っていたのですが，継続することにしたので，今年は課題研究としてはできそうにないのです
が。そのうち時間があれば，個人的に調べてみたいなと思っています。
Q：こちらを見直して，大きく言えるようなところはありますか。こことこことか。どちらでもよ
ろしいんだけど。
A2：感想とかですかね。
Q：いいですよ。感想と？
A2：感想と。
A2：……ましたよ，大雨。あと，低気圧とかですか。書いていないけれども，前線とかも。
A1：一番はやっぱり入学当初から災害といって，一番気になった地震とか津波とかがやっぱり私
としては，一番大きく取り上げたいな。
Q：大きく見えるんですね。
A1：うん。
Q：そうしますと，どうしましょう。今から，私の準備不足もあるのだけれども，このカードをもう1
枚作ってもらおうかな。それで，ちょっと一番上から関心のあるものを並べてもらえますか。ダイア
モンドの形ですね，3つ，2つ，1つという，9つ選んで，それで重要ものを上から並べてもらって。ダ
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イアモンド9。もう1つ作るからね。それで，もう少しこのことを，掘り下げてみたいと思います。順
番に課題を入れ替えてみますね。これを読んだときに，こういう図があったのを覚えている？
A2：はい。
Q：このハザード中心に考えているんだけれども，社会の背景も強くしていく必要がある。このあ
たりのことを，何か考えるところがあれば…。どちらかというと，これは12月，5月にやったのだ
けれども，ここの関係で重なるところ，何か思いつくところがありますか。
A2：災害に強い弱いと，社会背景についてというやつですか。
Q：そうだね。どこ言ってくれたっけ。
A2：低気圧か。低気圧と乾燥。今は，こんな感じで。
Q：こんな感じで地球は水と空気と大地と，命から成っているのだけど。そういう中で，自然と社
会が交わるところ。
A2：ハザードというところを自然と考えて，社会背景というところを人間と考えるのだとするな
らば，交わっているのは一次産業とかなのですか。
Q：そうですね。ここが環境と，社会とか経済だと思うのだけれども，これからそういった課題を
いくつも作っていくことになると思うのですけれども，こういう新聞記事とかもあるけども，つい
先だっては，もう少し具体的に申し上げると，そんな記事があって，ニュース見たことがある？　
こういうのもハザード，乱獲という。それで，なかなか，ここの部分というのは分かりにくいと思
うのだけれども，魚，たくさん日本は食べてきたでしょ。今，どんどん近海で排他的経済水域以外
で韓国，中国，台湾が取り始めたのですね。そうすると，ただでさえ減っている魚がどんどん減っ
ている。こういう感じで，サンマに関しては。イワシは天敵であるマグロとか。
教師のコメント
A：防災教育のやつで別紙で資料で読んだところのものでつくった関連図ですけれども，かなりこ
れは最初のころの学びのやつなので，まずその教材を読んだ上で思いつく言葉をどんどんどんどん
出していったとなると，まあ彼らが中学校までの段階で学んできた知識で思い当たるところをどん
どん出して結びつける。となると，やはり細かい専門用語にはまだ至らず，いわゆる新聞などで一
般的に見かける言葉を羅列して，そして関連付けていくというのが，やはり中学校3年生終わって
からの段階であれば，まあそこが1つの到達点だろうというふうに思います。
　ただ，なにがしかの形で聞いてきた専門用語，土木技術というふうなものが，その中身をやっぱ
り知らないので，それはそれでやっぱり彼らの範疇でしかとらえられていないので，例えばここに
彼らが書いた地盤沈下であれば，これは土木技術でこれを解決する方法はもう既に確立されていま
すし，ダムに関して言えば，やはり土木技術を使った上で，その地域の柔らかい硬い地質に応じた
どのダムを選ぶべきかと。そういうのを間違ってしまうと，それが水害，いわゆる堤防の決壊など
に至るっていうのも，これはもう既に分かって確立されているところですので，このあたりはやは
り学びが深まっていくことによってさらに線が引けるだろうというふうに私もこれは見ています。
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Q：地盤沈下とダム。
A：はい。
Q：色分けをしたんですけれども，このあたりはどうでしたか。
A：大雨，台風，低気圧ですよね。
Q：はい。
A：これはもう気象の話になっていくので，これはまあ低気圧の仲間が台風であって，台風によっ
て大雨がもたらされ，それによって水害がもたらされるという。これはいわゆる水環境がもたらす
ものというところで言っているんですよね。そうすると，まず低気圧，台風となってくると，やは
り地球規模の気象現象と考えればこちらの温暖化というのが見えてくるのは，これは小学校までの
学びの延長で当然出てきてしかるべきだなと思います。
　であれば，ここで彼らはまだ深く学んでいないのが，この段階だとエルニーニョですとかラニー
ニョとか，そういった全球規模のそういった気候変動の知識がまだ薄い状態なので。まあうろ覚え
というか，断片的に聞いたことがある海面上昇，氷山は溶けるというのは知ってはいるものの，で
あればこの大雨に関連したところで本当は学びが深まればエルニーニョとラニーニョの話が必ず出
てきて不思議ではないので，そのあたりでこれが世界規模の影響が出てくるっていうふうな話まで
踏み込んでいくと，まあここにも気候の変化というふうには書いてありますけれども，これが身近
なところでなくて，もっとグローバルな視点に切り替わるだろうというふうには思います。
Q：ご専門が土木ということで，ちょっと背景もお話しいただいた後でと思うんですけれども，生
物等も含めて考えているんですよね。
A：でしょうね。多分。これは気候の変化によって，いわゆる生物のそれまで住めなかった領域に新た
な生物が踏み込んでくると。それによって，それが媒介することによって伝染病がっていうふうな目の
付け方をしたんだと思います。それは結局今言った，そこに本来いない生き物が入ってくることによっ
て生態系が脅かされるということに踏み込んでこちらに来たのではないかなというふうに思います。
Q：なるほど。そのあたりの先生ご自身の専門ではカバーしきれないというと，どんなふうに先生
は，取り組んでおられますか，あるいは外部講師とか。
A：あと外部講師の先生は外部講師の先生のテーマでやる場合と，あとはこちらの意向に基づいて
やる場合とあるので。こちらの意向に基づくものであれば，やはり我々の高校の範囲で扱うものを，
もっと踏み込んだ専門の領域の話と，その橋渡し的なところまでやってほしいなというような要望
は伝えるようにはしています。
　あとは専門外の部分であれば，やはりそういった入り口的な案内まではするけれども，他の分野
の学習がハイテク的に詳しくはそちらでまた出てくるからねというような予告はしておくような形
です。そうするとあと向こうの次の担当者がそういったテーマを，特に災害科学科であれば災害と
いうふうな切り口をもともと強化して教えることにはなっておりますので，それに基づいてさらに
発展的に扱ってもらえるかなというふうなところでやっております。
Q：それと，まあ最後は生徒の記録等が……，学習履歴ですか，その辺はどうなんでしょう。こちら
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の1人にタブレットを持たせているようですけれども。
A：それは今，実は課題でして，ポートフォリオの形で本当は全ての学習，こういった図面をつくっ
たプリント等のものが本当は一手に収まるような形のものがあれば理想だなと。あそこまでタブ
レットがあるのであれば，本当はそれが1つのポートフォリオとして活用できればというのは現在
私が認識している課題ではあるわけです。
　1つは画像として収めておくというようなところもあるんですが，ただ，それはためたものをど
う評価するかというのが次の課題にもなるので，それをつくって提出することによってそれは評価
をもらって返されてきますけれども，あとはそれを自分が蓄積したことでどうなるのか。単なるファ
イルしたもので終わってしまうのか，振り返ってさらに次につなげるものに活用するか。ただ，そ
れをするにはどういう手立てが必要かなというのは日夜考えているところなんですね。ポートフォ
リオというような言葉は1つ課題ではあるんですよね。どうしてもばらばらになってしまうので。
Q：そうですね。アセスメントの進捗が分かりよくなれば。
A：そうなんですね。
Q：先生方が可視化する仕組みができればよろしいでしょうけれどね。
A：特別授業も何を目指すかというのは，まだなかなか見えないものもありますので。断片的に入っ
てきてしまうものもあれば，学びの延長にあるものもあったり，それぞれの講師の先生の思うとこ
ろもあったりするので一概には言えないんですけれども。何を伸ばすことができるのかという観点
に立って依頼していく必要があるのかなというふうに思います。
Q：この災害学科から始まる1年前の中学生のデモ授業で低気圧の授業を数学を使ってやっていた
んですよね。
A：あれは実用統計学というふうな統計学の授業になってくるので，恐らく統計のやつをエクセルで
いろいろ考察するというふうな内容だったかと思うんです。統計学をアイパッドでああやって計算し
ながらやるというのは高校で普通やっていませんので。普通科ではそれはやっておりませんので。
A：はい。実際にデータ解析をしながら進めるというのが多かったので。
Q：低気圧と，気圧と風速でしたっけ？
図表9　佐藤寿正教諭による例示（スプレー図） 図表10　土木工学から見た因果ループ
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A：うん。場所の要素も入れてですね。
　ただ，高大でトライアウトする中で，システム思考に rich picture が有効であることも試みたが，
この段階では，スプレーダイアグラム（リッチピクチャーも追加で）のみで，因果関係図の描画には，
至っていない。―ただし，災害科学では，ドイツの研究者が，システム思考で，取り組んでいること
を考えると，将来的な展開は大いに期待できる。
　ただし，オープンキャンパスには，1年次生文科系全員に，フィッシュゲームを振り返りましょう
として，「逆効果の応急措置」原型（Fix that Backfires Archetype）―公益と私益の関係―として，
その際のメンタルモデル（慣れ親しんだ考え方，心に染み付いて縛りつけるイメージ）への気付き―
を行ってきている。例えば，眠気を覚ますため，コーヒーを飲む―＞いつの間にか，就寝時刻が遅
くなり寝不足になる。その際のメンタルモデル（慣れ親しんだ考え方，心に染み付いて縛りつける
イメージ）への気付きを重視した。
⑶仙台二華高等学校
　以上と前後するが，平成26年度より SGH となった。世界の水という探究型のプログラムを開始
（2016. 11. 2　秋場教諭による公開授業での事後板書）
図表13　「くらしのみ込まれる　海岸侵食10年で200m」をもとにした課題研究２A公開授業での事後板書
（2016.11. ２秋場教諭による）
図表11　高校1年生徒ワークと理由づけ 図表12　災害の専門家
（Helbingetal2006）
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した注3）。教員用メモには，以下のような板書の元となるような図がみられる。
　これを，システム思考を図式化するだけではなく，カードの big picture 上への布置を，ベン図の
中の環境・経済・社会の交差する部分（bearable 耐えられる，viable 実行可能な，equitable 公平な）
に迫りつつ，ローカル，グローバル，さらに，シナリオなど中長期的視点をもってロングスパンで生
徒の思考の深まりをとらえる手法を開発することができよう。
　下記は，これを大学生が個人ベースで行ったもので，原因と結果がループしているだけではなく，
環境・経済・社会をも，捉えていることが分かる。しかし，経済的実現性（viable）への焦点化は弱い。
　図表15は，平成26年度1年次の生徒のアドホックな8つのグループ（水質，争奪・紛争，健康，生態・
環境，農学・治水，生活，歴史・経済）の相互関連を可視化すべく，ループ図を試みたものである。
図表14　大学生のループ図と環境，経済，社会の図的表現（平成28年度2年生新井雄大さん）
年報10有本昌弘氏1C_三[153-174].indd   164 2018/06/13   16:38:07
―　　―165
 東北大学大学院教育学研究科研究年報　第66集・第2号（2018年）
図
表
15
　
平
成
26
年
度
水
に
関
す
る
8
つ
の
ゼ
ミ
グ
ル
ー
プ
相
互
の
関
係（
有
本
）
年報10有本昌弘氏1C_三[153-174].indd   165 2018/06/13   16:38:07
―　　―166
生物多様性・気候変動を切り口にしたリッチタスクによるアセスメント手法
　ちなみに，米国には，高校生が，中国の水でプレゼンする事例が公表され，知識・スキルを活用し
て国際理解をしている場面が確認できる。
　さらには，米国の理科の例で，下記のような批判的思考力活用を把握する設問がみられる。
Ｑ． あなたが教えている理科の授業の生徒たちは，「現在飲んでいる水は，100万年前に恐が飲んでいた
水と同じだ」と言っています。
Ａ．この意見が正しいか間違っているかを説明しなさい。
Ａ．の答えをサポートするために，水の循環の知識を使いなさい
出典：Stobaugh（2013）Martha Day, Rebecca Stobaugh and Janet Tassell, 2010年の会議
　こうして，世界の中で，水問題は，“Food-Water Energy Nexus”（SDGs）　ともなり，その後の高
等教育においても重要となりつつある。上記の環境の根底に水問題があるが，これは，その他の，
農業，資源，格差，腐敗など，中国に，5大リスクの1つとして掲げられている（エコノミスト　
2014.4.15）。そこで，シンプルなイグザンプルを得ようと，「中国格差を生む都市と農村」を読んで，
大学生・大学院生に可視化する課題に取り組ませた。
　これをお手本に，2年生教育アセスメント論講義では，日本，とりわけ人口減少の進む東北地方で
の課題を学生にレポートとして課した（サンプルは紙面の関係で省略）。
⑷福島県立双葉みらい学園高校
　福島原発事故から未来展望を描いたものであるが，Bartlett（2011），Bevelacqua（2012），
Cooperet. al.（2003）などで，これを拡張していけよう。また，システム思考では，下記を参照でき
よう。
図表16　平成27年度東北大学特別研究学生（徐程成さんによる）視点・論点「中国　格差を生む都市と農村」
を読んで　http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/400/210444.html
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https://www.acquate.com/tj-gokcen/2018/nuclear-disasters-and-systems-thinking-part-33-
fukushima-japan/
4．今後の課題と展開
　高等学校での学びの個人化は，目覚ましく，一部の学生であるが，国際会議での発表にまで及ん
でいる（付録1）。地元からグローバルな「つながり」を，レジリエンスとしてのストーリー・テリン
グとして，語りを紡いでいくことができるだろう。そこでは，学習を知識獲得に限定せず，参加ひ
いては知識創造まで，射程に入れ，さらに単に成果のみならず，プロセス，文脈にまで，意を払う必
要を，学習者の視点からつかみとることができる。今後は，一部の生徒にとどまらず，アセスメント・
プログレッションを追求することが求められる。注5）注6）
　今後は，さらにリッチなタスク（付録2）を用意し，ベンチマーク的にセットする中で，対話形式
により，探究による批判的思考力の高大教育接続にもっていくことは，喫緊の課題であろう。東北
ならではのアセスメントタスクへと展開，追求していくことが求められてくるが，他方で，地方創生，
例えば，エネルギーでは，各省庁が分担している，バイオマス（農水省），風力（国土交通省）もとも
と規制官庁であった環境省による，呼び水政策の他に，1名あたりの生産性を高めることが東北経
済に関係するなどに「気づく」なかで，追究が長期にわたって可能ということになろう。
秋田沿岸の風力発電
https://www.japanfs.org/ja/news/archives/news_id035649.html
地域と経済と幸せ
https://www.japanfs.org/ja/projects/local_wellbeing/wellbeing_id035232.html
図表17　福島原発事故から未来展望（平成29年度理学研究科修士課程学生　亀井雄斗さん）
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固定価格買取制度
https://www.japanfs.org/ja/news/archives/news_id032130.html
東北アップデート：風力発電から考える　再生可能エネルギーは東北復興の足がかりとなるか
https://www.timeout.jp/tokyo/ja/travel/tohoku-update-winds-of-change-package_page-100082
OECDシナリオ　人口減の中での人口増の秘訣
https://news.yahoo.co.jp/feature/906
岡崎雄太　「地球環境化政策のあり方　−脱炭素社会の実現に向けて−」東北大学国際文化研究科
プレゼン資料（2018・3・20）（省略）
　その上で，下記のように，ルーブリック例　ルーブリックの訳，秤や物差し，尺度，分度器，ジャ
イロスコープ，この種のワークのスパンについて，意識改革が，求められ，米国の大学で試みられた
Habrou et al（2012）などの先行文献にならう必要がある。
ルーブリックの作成については，次のものを参考に出来る。
http://rubistar.4teachers.org/index.php?screen=NewRubric&section_id=5#05
　主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度（主体性・多様性・協働性）』については，イノベー
ションが求められる時代である。そのため，新しいことに頭を突っ込んで，色々な人と積極的に繋
がって，ワイワイ楽しく生き方を見いだす。今後は，こうしたつながりを，valuable knowledge で
支え，気づきを醸成する取り組みを進めていきたい。そのために，アリゾナ州立大学（ASU）のグロー
バル教育のサイト，津波などの災後教育に関心を持って論文を出版している Wiek 研究室の皆さん
等と共同して，行なっていきたい。
抽出要素 基本の（もう一歩） 中間の（まだまだ） 上級の（さすが）
環境・生態 ×××××
社会 ×
経済 ×
フィードバック
強化ループ
バランスループ
文章によるコメント （例）このアセスメントタスクは，探究の名にふさわしい，中学生から，
大学生，さらにそれ以降を含め，長期にわたるスパンで，進歩の度合い，
進捗状況，をみてくような性格のものです。具体的には，元に戻る考え
方，時間軸を置いて，〇〇の箇所の，レベレッジ（てこ）を考えていくの
は，さらに深く，また発展にもつながるのではないでしょうか。
図表18　高大接続ルーブリック
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注
1）中国のお茶　パーマカルチャーを熱かった論文から，結果として，日本の文脈に合わせることになり，生物多様性
に関するブック及び国語の入試問題に，課題論文（パフォーマンス課題）は置き換わり，リッチなアセスメントタス
クとして，検証を行なった。
 https://www.resurgence.org/magazine/article2607-a-cup-of-diversity.html
 Ahmed,Selena. 2008. A Cup of Diversity: Learning from the Farmers of Forest Tea-Gardens. Resurgence. 250, 
Indigenous Intelligence Issue for the 2008 World Conservation Congress
 http://ase.tufts.edu/biology/labs/orians/people/Ahmed.htm
 http://mainstreampermaculture.com/category/pdc/
 具体的には，次のようなものとなった。「例えば「コーヒー豆」から考えてみよう。コーヒーは歴史的にアフリカや
南米，東南アジアなどの途上国で大量生産されてきた。熱帯地方に広がるそれらの国々はもともと多様な自然に恵
まれていたが，行き過ぎたプランテーションによって生態系は破壊され，生物多様性が急に失われている。このよ
うな地域を，危機に瀕した「ホットスポット」と呼ぶことがある。コーヒーは今や石油に次いで世界で最も多く取り
引きされる商品なのだという。その相場は日々刻々と変わり，生産者は天候不順に加えて国際市場の動向に常に振
り回されている。価格が高騰すれば利益を見込み，周囲の森林を潰して農園に変えてしまう。逆に暴落や天候不順
が重なれば，とたんに経営が苦しくなって農園を閉鎖する。しかし，それによって環境が元に戻るかというとそう
ではないのだ。コーヒー農園の中には長い歴史の中で希少な生物のすみかになっているところもある。農園が荒れ
れば，結局，人も生き物苦しむことにつながるのだ。こうした複雑な問題を解決し，持続可能なコーヒー生産を支援
する動きが世界中の企業や NGO などから出てきている。健全な経営環境下で生産された商品を「サステナブル・
コーヒー」などと認証する制度を作り，適切な価格で取り引きする。現地のインフラ整備や人材育成に投資する。（中
略）スーパーマーケットの棚にあるコーヒー豆から，地球の裏側の生物多様性保全に貢献することはできるのであ
る。（中略）生物多様性は固有の土地と環境，地域の伝統や文化と結びついている。だからその保全にはそれぞれの
地域を対象にした活動，地域重視の視点が大切になってくる。（中略）大事なのは，グローバルもローカルも，複眼
的な視点を持って，どちらにも積極的に行動すること。難しいことのようだけれど，実は豊橋筆のような伝統的な
地場産業は，長い歴史のなかで何度もこうした課題に直面し，乗り越えてきたのではないだろうか。大上段に構え
なくてもいい。まずは一本の筆を，そっと「地球の裏側」に向けてみよう。「命の原毛」の感触を，確かめてみよう。
　・『ぼくたちは何を失おうとしているのか　ホンネの生物多様性』関口威人，20-38頁，樹林舎叢書，2010年，
　・平成25年度秋田県立大学生物資源科学部　後期日程　入学試験問題　小論文
2）諏訪清二『高校生，災害と向き合う−舞子高等学校環境防災科の10年』（岩波ジュニア新書）の一部の章から，文章
を読ませた上で，知識活用（リテラシー）を可視化する試みを行なった。
3）高校入試適性検査も工夫されているのであるが，あくまで国内事情から出発するのでああれば，地元である様々な
データ（北上川のイギリス海岸の過去の渇水に関する新聞記事）（共通タスク）から，多面的に考えさせることもで
きるであろう。米国の高校生のプレゼンの例は以下に見られる。
 Will China Have Sufficient Water Resources to Sustain Population and Agricultural Growth? Henry Olson（ age 
17 ）& Cameron Shishido（ age 17）, Wilson High School, Portland, Oregon 
 また，メコン川などでは，アジア開発銀行もアセスメントに関心をもっている。
  Pakistan: Education Sector Assessment https://www.adb.org/projects/50311-001/main
   MEKONG DELTA CENTRAL CONNECTIVITY PROJECT, RAPID CLIMATE CHANGE THREAT & 
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VULNERABILITY ASSESSMENT 
 また下記サイトも参考になる。
  https://www.adb.org/sites/default/files/linked-documents/40255-033-vie-oth-04.pdf
  https://www.unesco.org/education/tlsf/　Teaching and Learning　for a Sustainable Future
4）文科省研究開発学校では，上尾東中学校がグローバルシティズン科を設置して，ロヒンギャ族等の難民などなどの
問題を，好循環や悪循環，健康その他の学問分野や領域を横断して，進めている。世界の最も貧しい国々への公約
果たすよう，国連が呼びかけている。
 https://www.sdgsforall.net/index.php/languages/japanese/591-3209-un-calls-for-keeping-the-promises-to-the-world-
s-poorest-2?auid=1775
 国連グローバル・コンパクト：1999年の世界経済フォーラム（ダボス会議）にて当時のコフィー・アナン国連事務総
長が提唱し，2000年にニューヨークの国連本部で正式に発足。人権，労働，環境，腐敗防止に関する10原則から成り，
賛同する企業はこの原則の順守，実践が求められる。SDGs は，地球益や人類益に立脚した，「民衆の民衆による民
衆のためのアジェンダ（行動計画）」である，169項目という非常に多岐に及ぶ。しかし，目標の数の多さは，それだ
け大勢の人が深刻な問題に直面していることの証左であり，どれ一つとして，そのままにしてよいものではない。
SDGs が掲げる「誰も置き去りにしない」とのビジョンは，遠大な目標で，「同じ人間として同じ地球で共に生きる」
との思いを一人一人が深め，身近な場所から行動を起こす中で，時代変革の波を力強く広げることができるのでは
ないか。その大きな原動力となるのが，世界市民教育や，持続可能な開発のための教育に代表される「教育」として
いる。
5）文科省の委託事業では，教育課程指定に PBL なども入れてきている。一方で，東京学芸大学では，批判的思考力が
資質能力として，種々の課題に対して，その正しさを根拠に基づき，客観的，論理的に評価したり，他の見方や考え
方はないだろうか？などと多様な視点から考えたりする力5つ挙げられている。各教科でも，家庭科など，実験結
果（洗剤による洗濯など）や普段の生活における課題について，その理由を考えたり，違うやり方をを試したり工夫
して取り込むことができる。
6）地方（じかた）学【Ruriology（ルリオロジー）】…Ruris（田舎）と Logos（学問）の造語，農業本論の地方研究，柳田
国男と郷土会（地方・民家・村落形・地割・俚歌童謡の調査研究）「一村一郷の事を細密に学術的に研究して行かば国
家社会の事は自然と分かる道理である。」明治30年（1897）新渡戸稲造は，農学校を退官し群馬県伊香保で静養中に
出版した『農業本論』で，農民の風俗・人情まで踏み込んだ農村の全体性，また近代化の進行にともない農村の対極
に位置付けられる都市，この都市をも包含した一地域が，総合学としての地方学の基本単位で思考が図られた。
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の延長線上にある。
　とりわけ，Arimoto, et al（2017）の経緯と背景を，日本語で記述を試みたものである。
　本学と宮城県とで協定書をかわしている，宮城県立多賀城高校，小泉博前校長，佐々木克敬校長，
佐藤寿正教諭，東北大学災害科学研究所，奥村誠教授に負うところが大きい。記して感謝の意を表
します。
　なお，その発展形として，秋田県横手清陵学院高校瀬々将司教諭，宮城県仙台二華高校石森広美
教諭にいただいた関連研究資料，仙台市仙台工業高校での生徒の振り返りや対人コンピテンシーが
見られるは，別に機会に譲りたい。
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 In this paper the author focuses on alignment of valuable knowledge and assessment. The 
author prepares some sort of frame and evidence, student 's actual work, dialogue with teacher 
by story - telling, for specific subjects and some rich assessment tasks for critical thinking. This 
broadens the breadth and depth of learning in the sense that it is active, engaged learning, and 
accommodates different future circumstances. For that purpose, after the earthquake, we propose 
that Tohoku university with expertise towards Mode 2, which can have something to say for a 
complex system, make concrete recommendations to high school teachers regarding formative 
assessment. Applications are also required for informal learning.
Keywords： Formative assessment, in-depth learning, student agency, open learning environments, 
assessment task
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